
　　　　

ビジネスに効く！
会話のヒント

梶原しげるの 
Kajiwara Shigeru

男女ともに、平均寿命が軽く80 歳

を超えたわが国。人生 100 年時代

の到来を前に「リカレント教育」という

言葉があちこちで聞かれるようになり

ました。大ざっぱに言えば「学び直し」

ですね。

学び直しと言えば、いったん社

会に出た働き盛りの人が、転職な

どでキャリアアップするため、教育

機関（大学、大学院、専門学校な

ど）で最新の知識やスキルを仕込

んで自らのバージョンアップを図ると

いうというイメージがあるかもしれま

せんが、人生 100 年時代において

は、「職業人生を終えた後の学び直

し」というのも非常に重要なリカレン

ト教育に含まれます。

82 歳の和子さんは「学びの場」

として早稲田大学オープンカレッジ

八丁堀校（東京都中央区）を選び

ました。夫の転勤に伴い地方暮らし

を経験した和子さんは、「お国こと

ば」に興味をお持ちでした。最初

に受講したのが「江戸ことば・東

京ことば」、そしてその次に選んだ

のが、なんと私が、その八丁堀校

で担当する「ひっかかる日本語」と

いう講座でした！

ことばの知見や教養を深めるなら

「源氏物語のことば」「シェイクス

ピアのことば」など真っ当な講座が

いくらもあるのではと、思わずご本

人に受講の理由を尋ねてしまいまし

た。すると、「日本語にひっかかっ

てみるのも面白そうだなあ、ことば

から今という時代をもっと理解でき

るかもしれないなと感じまして」と、

ニッコリ笑顔でお答えになりました。

講座には 40 歳代から和子さんを

含む 80 歳代まで、さまざまなキャリ

アを持った方々が参加してください

ました。私は大学で 10 歳代の後半

から 20 歳代の学生に向けた授業

を担当した時期がありますが、若い

彼ら以上に「学びへの熱いまなざ

し」がビンビン伝わってきます。

誰に強制されたのでもなく、自分

で選んだ授業に、自分で稼いだお

金で参加し、嫌ならいつでもやめて

いい立場の受講生の迫力はなんと

も言えません。

和子さんが学び直しを始めたの

は、56 年連れ添ったご主人の「勉

強好き」に少なからざる影響を受け

てのことだと、10 回の講義を全て

終了した後あらためてお話を伺い、

知ることとなりました。

ご主人との出会いが、そもそも「学

びの場」でした。小学校の若き栄

養士として献立を考えそのメニュー

を書いて印刷（当時はガリ版で手

書きしたものを謄
とうしゃ

写版印刷すると

いう、とんでもなく手間が掛かった

時代でした）、そして肝心な調理の

仕込みなど孤軍奮闘する彼女をサ

ポートしてくれたのが、その頃に同

じ学校で夜間に警備のアルバイトを

していた早稲田大学理工学部の大

学生。それが縁となりお 2 人の交

際が始まり、その後、和子さん 26

歳、夫 29 歳の時、めでたく結婚と

なりました。

夫の会社は日本を代表する合金

鉄メーカー。新生活をスタートさせ

た 1960 年代と言えば、高度経済

成長の真っただ中です。夫は新婚

生活をエンジョイする暇もなくひたす

ら仕事に没頭し、転勤での地方暮

らし、また南アフリカやメキシコなど、

会社の拠点がある地域への長期に

わたる単身赴任で、気が付いたら

65 歳の定年を迎えたのだそうです。

和子 「夫はいわゆる『モーレツ社員

（当時の流行語）』。日夜、会社のた

め、家族のため必死で働きました。そ

して定年直後、彼が私に宣言したん

です」

梶原 「なんと？」

和子 「ここから先は、やりたくてもで

きなかったことをやるんだ！ と」

梶原 「それって、なんですか？」

和子 「勉強ですって」

梶原 「え？ 早稲田の理工でも、職場

でも、嫌というほど勉強なさったん

じゃないですか？」

和子 「夫は子どもの頃から、土いじ

りとか、大工仕事が大好きだったん

です。でもそういう時間が、勤め人

時代はまるで持てなかった。そこで

定年直後、近所の東京農業大学が

主宰する園芸講座に通い、『園芸理

論』を1年間しっかり学びました。そ

の後は世田谷の瀬田農業公園フラ

ワーランドが開いた園芸講座教室

で、花作りや花壇作りの実践をみっ

ちり2年。さらにそこを卒業したOBで

つくった『友の会』で学びを深め、公

園整備のボランティアにも力を注い

でいました」

梶原 「老後は少しは2人でのんびり

楽しくと思ったでしょうに、ご主人が

勉強ばかりしているんじゃ、ガッカリ

でしたねえ」

和子 「いえ、そうでもないんです。そ

のお手伝いを私も一緒にやらせても

らいました。ホームセンターに行って

大きな材料を買ってくるんです。それ

を家の駐車場で切ったり、貼ったり、

たたいたりして、公園のベンチや花

壇の枠の部品を作ります。車に乗せ

て現場である公園に持って行き、組

み立てるんですが、その助手を務め

たのが私です。くぎのサイズなんか

も使うパーツごとに全部違いますか

ら、それぞれに必要なものを言われ

なくても、サッと差し出すんです。私

もそういうのが好きでしたから」

和子さん、助手役を心から楽し

んでいたんですね。

勉強熱心で読書家の夫は自分の

ための立派な書棚を作ったり、家

事を楽にするため独自に考案した

「キャスター付き家具」をプレゼン

トしてくれたりしたんだそうです。

ある日、和子さんを車に乗せた夫

が東京・八丁堀界
かいわい

隈を通過した時、

ある看板を見てつぶやきました。

「へえ、早稲田がここにもあった

んだなあ」

何十年も前、早稲田の理工学部

に学んだ OB が、うれしそうに指さ

したそれこそが、和子さんがその後

通うことになった早稲田オープンカ

レッジでした。

定年退職から 15 年。新たな学

びからもう一つ別の人生を切り開き、

元気いっぱいだった夫は、80 歳を

迎えたころ、腰に痛みを感じました。

医師に診てもらうと脊柱管狭
きょうさく

窄症と

の診断でした。

「よくこれまで我慢されましたね

え」。夫に写真を見せながら説明す

る医師は驚いたようですが、ご本人

は毎日が充実して楽しく、さほどの異

変とは気が付かなかったようです。

手術は無事成功したものの、そ

の後病魔が次々襲い掛かります。

81 歳で脳梗塞に罹
り

患
かん

。治療とリハ

ビリの成果が上がり、克服したと

思ったそのすぐ後、今度は心臓の

異常が見つかり、闘病生活で入退

院を繰り返します。

そして 2017 年夏、夫は、和子さ

んや子どもたちにみとられ、旅立ち

ました。

「家の中には夫が遺してくれたも

のがたくさんあります。書棚、家具、

庭の花壇。夫が生前『種をまいた

んだけれど、今年はなかなかうまく

芽を出してくれないんだよなあ』と

しきりに心配していた花が芽吹いた

時は、『あ、ねえあなた、ほら、咲

いたわよ！』と思わず夫に声を掛け、

あ、そうか、もういないんだとわれ

に返ったり……」と和子さん。

「公園に行けば夫の作ったベンチ

や花壇の囲いを見ることができるん

ですが、あえて行こうという気力が

湧いてこなかったんです」

そんな和子さんが、夫を亡くした

1 年後の 2018 年夏、早稲田大学

オープンカレッジ八丁堀校で学び始

めたのです。

和子 「夫がまだまだ元気いっぱい

だったあの日、八丁堀校の横を車で

通った時『へえ、早稲田がここにも

あったんだなあ』とうれしそうに言っ

た20年も前の光景を、なぜか思い出

したんです。そんな折、たまたま、学

校案内のチラシを目にする機会があ

りました。読んでいるうち、ああ、やっ

ぱり自分も、もっと勉強したいなあっ

ていう気持ちが強くなって」

お話を伺ううち、果たして自分の

講義は和子さんの学びへの強い思

いに寄り添えたのかどうか、ちょっ

ぴり不安になりました。

和子 「次回はいつ開講ですか？　

私、受講します。クラスの他の方も

おっしゃってましたよ」

新米講師の私にとって、なんとも

ありがたいことばに励まされた 2018

年、年の暮れでした。

梶原 しげる（かじわら しげる）
早稲田大学卒業後、文化放送
に入社。20 年のアナウンサー
経験を経て、1992年からフリーと
してテレビ・ラジオ番組の司会を
中心に活躍。49 歳で東京成徳
大学大学院心理学研究科に進
学、心理学修士号取得。東京
成徳大学経営学部講師（口頭
表現トレーニング）、日本語検定
審議委員も務める。
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